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A questionnaire survey was conducted to determine a desirable form of child-rearing support, a new role in the 
training of child-care providers and related issues. e survey covered parents using two child-care facilities situated on 
the university premises. e questions were designed to gather opinions on the relation between child-rearing and work, 
as well as that between child-care facilities and the parents’ current child-rearing situation. e results showed that a 
few parents suer serious uncertainties and diculties about child-rearing, and that the child-rearing conditions such as 
availability of help from family or relatives and the consequent reliance on facilities varied among the parents of the two 
facilities. In addition, it showed that it is necessary to nd families having troubles in child-rearing at an early stage and 
receive help from appropriate professional organizations. Finally, it was found that the parents expect assistance from the 
university researchers in the education and rearing of their child. ese ndings suggest that, in order to provide more 
practical training of child-care providers, the universities having child-care facilities on their premises should make good 
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and including it in their child-care provider course.  








































































































24 ～ 29 11 20.4
30 ～ 34 10 18.5
35 ～ 39 14 25.9
40 ～ 44 15 27.8





0 2 3.9 
1 5 9.8 
2 12 23.5 
3 10 19.6 
4 13 25.5 
5 7 13.7 
6 2 3.9 
































































































































よく感じる 時々感じる あまり感じない 全く感じない 無回答
１．子どもと過ごす毎日は楽しい　 46 (85.2) 6 (11.1) 0 (  0.0) 0 (  0.0) 2 (  3.7)
２．子どもの顔を見ると気持ちが安らぐ 49 (90.7) 3 (  5.6) 0 (  0.0) 0 (  0.0) 2 (  3.7)
３．子どものことでどうしたらよいかわからなくなる 5 (  9.3) 22 (40.7) 23 (42.6) 2 (  3.7) 2 (  3.7)
４．子どもの世話が嫌になる 4 (  7.4) 21 (38.9) 16 (29.6) 11 (20.4) 2 (  3.7)
５．子どもを虐待しているのではないかと思う 2 (  3.7) 5 (  9.3) 8 (14.8) 37 (68.5) 2 (  3.7)
６．子育てに困難を感じる 4 (  7.4) 13 (24.1) 19 (35.2) 16 (29.6) 2 (  3.7)
７．なんともいえず淋しい気持ちになる 2 (  3.7) 10 (18.5) 19 (35.2) 21 (38.9) 2 (  3.7)
８．夜眠れない 4 (  7.4) 9 (16.7) 12 (22.2) 27 (50.0) 2 (  3.7)
９．何もやる気になれない 4 (  7.4) 7 (13.0) 19 (35.2) 22 (40.7) 2 (  3.7)
10．何となく不安になる 4 (  7.4) 17 (31.5) 16 (29.6) 15 (27.8) 2 (  3.7)
11．ゆとりを持って子育てをしている 6 (11.1) 21 (38.9) 19 (35.2) 6 (11.1) 2 (  3.7)
12．子育てをしていることで自分は成長している 28 (51.9) 18 (33.3) 6 (11.1) 0 (  0.0) 2 (  3.7)
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3.5　保育所への期待について
利用している保育所への期待についてたずねた
ところ（複数回答可），「早期からの国際感覚の醸
成」（44.4％）「大学が保有する人的支援や知的支援」
（38.9％）「子どもと親が共に育ち合うための支援」
（37.0％）の順であった（表18）。
この項目についてA，Bそれぞれの保育所で比較
すると，保育所への異なる「期待」が示されてい
ることがわかる。A保育所では「大学が保有する
人的支援や知的支援」（56.3％）が最も高く，次い
で「教育学や心理学や社会学などの研究者の教育支
援，育児支援」「早期からの国際感覚の醸成」（そ
れぞれ46.9％）となっている。一方B保育所では，
「子どもと親が共に育ち合うための支援」（45.5％）
が最も高く，次いで「早期からの国際感覚の醸成」
（40.9％），「よい親子関係の構築のための支援」「広
い意味での子育て支援」（それぞれ36.4％）となっ
ている。A保育所では保育所外の幅広い人的資源に
よる支援を希望している回答者が多いのに対し，B
保育所では親と子への育ち，支えを中心にした支援
を希望している回答者が多い（表19，20）。
４．まとめ
今回の調査では，保育施設（学内・学内に準じる）
に子どもを預けている親の子育て環境の検討をとお
して，今後の子育て支援の在り方と保育士養成にお
ける大学のあらたな役割を探ることを目的としてい
た。
保育者は保護者に対するかかわりの中で，子育て
に関すること，あるいは保護者自身の仕事と子育て
をめぐるさまざまな思いや悩みを受け止め，また支
えていく。今回の調査結果は，子どもとの関係をポ
ジティブに受け止めながらも，回答数としては少な
いが，不安や困難を感じている回答者の層が確実に
存在している事実があった。また，子育てをめぐっ
ての保護者を取り巻く環境は，A，Bそれぞれの保
育所で大きく異なっている点もあることが明らかに
なった。
保育所での子育て支援にあたっては，保護者の状
況のみならず彼らを取り巻く人的環境も含めての把
握が不可欠である。保護者および子どもの状況の個
別理解に加え，保育所全体としてどのような家族が
どのような事情のもとで保育所を利用しているのか
についての理解が欠かせない。個々の家族間の違い
だけではなく，保育所としての利用者の全体的特徴，
傾向を丁寧に把握することが必要である。
保護者は子育て，仕事，家庭，自身の自己実現を
めぐって複雑で微妙なバランスを取りながら日々生
活を送っている。そのバランスがうまくとれている
のであれば，それを強化するための支えがあればよ
いことになる。だがそうでない人たちをめぐる状況
の理解と支援の必要性は今後増大するであろうし，
保育所以外の関係専門機関等との連携がより不可欠
になってくる。保護者と子どもをめぐって，現実に
即した形での現場間の連携，そして子ども支援，親
支援を同時に視野に入れながら両者を支えることの
できる保育士を養成する必要がある。
その前提として保護者をめぐる状況やニーズの把
表20　利用している保育所への期待（B保育所）
（複数回答）　n=22
度数 ％
よい親子関係の構築のための支援 8 36.4
子どもと親が共に育ち合うための支援 10 45.5
広い意味での子育て支援 8 36.4
大学が保有する人的支援や知的支援 3 13.6
教育学や心理学や社会学などの研究者
の教育支援，育児支援 2 9.1
早期からの国際感覚の醸成 9 40.9
教職員の高い資質・能力 5 22.7
その他 2 9.1
表19　利用している保育所への期待（A保育所）
　（複数回答）　n=32
度数 ％
よい親子関係の構築のための支援 8 25.0
子どもと親が共に育ち合うための支援 10 31.3
広い意味での子育て支援 9 28.1
大学が保有する人的支援や知的支援 18 56.3
教育学や心理学や社会学などの研究者
の教育支援，育児支援 15 46.9
早期からの国際感覚の醸成 15 46.9
教職員の高い資質・能力 6 18.8
その他 3 9.4
表18　利用している保育所への期待（複数回答）　n=54
度数 ％
よい親子関係の構築のための支援 16 29.6
子どもと親が共に育ち合うための支援 20 37.0
広い意味での子育て支援 17 31.5
大学が保有する人的支援や知的支援 21 38.9
教育学や心理学や社会学などの研究者
の教育支援，育児支援 17 31.5
早期からの国際感覚の醸成 24 44.4
教職員の高い資質・能力 11 20.4
その他 5 9.3
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握はもちろんであるが，大学内保育施設の地理的利
点を生かした形で保育施設と大学教員による相互研
修等の連携を進めていく必要があるし，その過程を
保育士養成とリンクさせていくことが重要であると
考えられる。それにより，より多様な子ども・親・
地域支援を行うための専門職としての基本的能力を
高めることにつながると考えられる。ただその形態
や方法については課題として残されている。
５．倫理的配慮
本学倫理審査委員会の承認を得た上で質問紙調査
を実施した。回答は無記名であり統計的に処理され
ることを明記した依頼文も合わせて配布した。
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